
1

江
戸
の
猟
師
町

江
戸
で
有
名
な
猟
師
町
と
い
え
ば
、
佃

島
（
中
央
区
）
が
思
い
浮
か
び
ま
す
。
江
戸

入
府
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
家
康
と
共
に

（
1
5
9
0
）、
あ
る
い
は
少
し
遅
れ
て
慶
長

期
（
1
5
9
6
〜
1
6
1
5
）
な
ど
、
い

く
つ
か
の
説
が
あ
り
ま
す
が
、
摂
津
国
西
成

郡
佃
村
（
大
阪
府
西
淀
川
区
佃
）
を
中
心
に

30
数
名
の
人
々
が
、
家
康
と
の
関
わ
り
か
ら

江
戸
に
下げ

向こ
う
し
、
の
ち
佃
島
に
居
住
し
ま
し

た
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
隅
田
川
の
西
側
を
南

に
芝
金
杉
町
、
本
芝
町
（
港
区
）、
品
川
猟

師
町
、
大
井
御
林
猟
師
町
（
品
川
区
）、
羽

田
猟
師
町
（
大
田
区
）
と
、
多
く
の
猟
師
町

が
存
在
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
隅
田
川
の
東

側
に
は
、
深
川
猟
師
町
（
江
東
区
）
が
そ
の

河
口
部
に
成
立
し
ま
し
た
。

一
般
的
に
猟
師
町
は
、
海
と
関
わ
り
の
深

い
人
々
が
多
く
居
住
し
、
漁
業
を
は
じ
め
、

船
を
使
用
し
た
様
々
な
活
動
に
従
事
し
ま
し

た
。
幕
府
の
御
用
に
も
関
わ
り
、
江
戸
城
内

で
食
さ
れ
る
魚
貝
類
の
上
納
も
行
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
ら
の
こ
と
を
根
拠
に
、
猟
師
町

の
漁
業
に
対
す
る
権
利
は
強
固
な
も
の
と
な

り
、
広
域
的
な
漁
業
権
の
保
証
に
つ
な
が
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

深
川
に
あ
っ
た
猟
師
町
と
は
、
い
っ
た
い

ど
の
よ
う
な
町
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
次

ペ
ー
ジ
で
詳
し
く
解
説
い
た
し
ま
す
。
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江戸の猟師町を探る

深川猟師町って
どんな町？



2

1
、
い
つ
成
立
し
た
の
か

深
川
猟
師
町
は
、
寛
永
6
年
（
1
6
2
9
）

に
成
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
江
戸
幕
府
が

開
か
れ
た
慶
長
8
年
（
1
6
0
3
）
か
ら
26

年
目
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
将
軍
は
3

代
徳
川
家
光
で
す
が
、
将
軍
職
を
譲
っ
た
2

代
将
軍
秀
忠
も
大
御
所
と
し
て
存
命
し
て
い

る
時
代
で
す
。
猟
師
町
に
つ
い
て
、『
寛
永

録　

壱
』（
東
京
都
公
文
書
館
蔵
）
に
掲
載

さ
れ
た
由
緒
書
か
ら
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

猟
師
町
の
義
は
、
寛
永
六
年
巳
年
汐
除
堤

の
外
干
潟
の
処
、
町
場
に
取
り
立
て
申
し

た
き
旨
、
1
治
郎
兵
衛
・
藤
右
衛
門
・
新

兵
衛
・
理
左
衛
門
・
彦
左
衛
門
・
助
右
衛
門
・

助
十
郎
・
弥
兵
衛
八
人
の
者
、
半
十
郎
様

へ
願
い
奉
り
、
2
雅
楽
頭
様
・
大
炊
頭
様

へ
仰
せ
あ
げ
ら
れ
候
処
、
台
徳
院
様
え
言

上
在
ら
せ
ら
れ
、
町
場
新
開
い
た
し
候
処
、

3
漁
師
町
と
惣
名
相
唱
、
小
訳
町
名
自
分

名
前
を
も
っ
て
相
唱
、
御
菜
御
肴
三
拾
六

度
ツ
ヽ
差
上
げ 

※
読
み
下
し
文
（
以
下
同
じ
）

史
料
に
は
、
多
く
の
人
名
が
登
場
し
ま
す
。

そ
の
な
か
で
、
町
場
に
取
り
立
て
て
ほ
し
い

と
代
官
の
伊
奈
半
十
郎
に
願
い
上
げ
た
人

が
、治
（
次
）
郎
兵
衛
、藤
右
衛
門
、新
兵
衛
、

理
左
衛
門
、彦
左
衛
門
、助
右
衛
門
、助
十
郎
、

弥
兵
衛
の
8
人
い
ま
す
（
1
）。
彼
ら
が
ど

の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は

明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
深
川
猟
師
町
の

基
礎
を
作
り
上
げ
た
人
々
で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
彼
ら
は
、
幕
府

の
許
可
を
受
け
た
の
ち
、
隅
田
川
河
口
部
の

東
側
に
8
つ
の
町
場
を
切
り
開
き
、惣

そ
う
み
ょ
う

名
（
総

称
）
を
「
漁
師
町
」
と
唱
え
、
そ
れ
ぞ
れ
小

訳
町
名
は
自
分
の
名
前
（
た
と
え
ば
新
兵
衛

町
）
を
付
け
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
2
雅う
た

楽の

頭か
み

は
酒
井
雅
楽
頭
忠た
だ

世よ

、
大お
お
い
の
か
み

炊
頭
は
土
井
大

炊
頭
利と
し

勝か
つ

、
台
徳
院
は
大
御
所
秀
忠
の
こ
と

を
指
し
ま
す
。
8
人
の
嘆
願
は
、
半
十
郎
か

ら
幕
閣
の
酒
井
・
土
井
を
通
し
て
秀
忠
に
伝

え
ら
れ
た
と
あ
り
ま
す
。

2
、
猟
師
町
を
造
っ
た
人
々

次
に
『
寛
永
録　

弐
』（
同
前
）
に
掲
載
さ

れ
た
由
緒
書
の
記
述
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

台
徳
院
様
御
代
猟
師
町
起
立
の
儀
、
猟
師

ど
も
酒
井
雅
楽
頭
様
浜
御
屋
敷
差
置
れ

史
料
に
は
、
8
人
の
猟
師
が
雅
楽
頭
の
浜

屋
敷
に
居
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
酒
井
雅

楽
頭
忠
世
は
、
上
野
国
（
群
馬
県
）
前
橋
藩

主
で
、
幕
府
老
中
か
ら
大
老
へ
と
上
り
詰
め

た
人
物
で
す
。
開
発
前
の
8
人
は
、
そ
の
人

の
屋
敷
に
居
ま
し
た
。

こ
の
記
述
か
ら
、
8
人
は
幕
府
の
有
力
者

酒
井
家
と
何
ら
か
の
関
わ
り
を
も
つ
人
々
で

あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
酒
井
家
に
居
住
し
て
い
た
背
景
や
当
主

忠
世
と
の
関
わ
り
の
程
度
、
さ
ら
に
は
浜
屋

敷
が
当
時
の
酒
井
家
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な

存
在
で
あ
っ
た
の
か
な
ど
、
8
人
と
酒
井
家

に
関
す
る
疑
問
は
、
残
念
な
が
ら
由
緒
書
の

記
述
だ
け
で
は
と
て
も
解
決
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

3
、
変
わ
る
猟
師
町

こ
こ
で
、
猟
師
町
が
ど
の
辺
に
成
立
し
た

の
か
確
認
し
て
お
き
ま
す
。

右
の
絵
図
は
、
幕
末
期
に
作
成
さ
れ
た
江

戸
切
絵
図
の
う
ち
、「
本
所
深
川
絵
図
」（
部

分
）
で
す
。
町
の
様
子
を
わ
か
り
易
く
描
い

た
こ
の
絵
図
の
う
ち
で
、
猟
師
町
八
ケ
町
は

左
端
の
隅
田
川
に
沿
っ
て
北
か
ら
南
に
広

が
っ
て
い
ま
し
た
（
清
澄
・
佐
賀
・
福
住
・

永
代
付
近
）。
し
か
し
、
町
場
と
し
て
発
展

し
た
た
め
、
成
立
当
初
と
は
大
き
く
異
な
り
、

町
名
も
元
禄
8
年
（
1
6
9
5
）
頃
を
境
に

変
更
さ
れ
ま
し
た
（
右
図
参
照
）。
北
か
ら

①
弥
兵
衛
町
→
清
住
町
、
②
次
郎
兵
衛
町
・

藤
左
衛
門
町
→
佐
賀
町
、
③
新
兵
衛
町
→
相

川
町
、
④
利
（
理
）
左
衛
門
町
→
熊
井
町
、

⑤
彦
左
衛
門
町
→
諸
町
、
⑥
助
十
郎
町
→
富

吉
町
、
⑦
大
島

町
、
⑧
助
右
衛

門
町
→
黒
江
町

で
す
。
こ
の
う

ち
、
⑦
大
島
町

は
成
立
当
初
か

ら
で
は
な
く
、

②
佐
賀
町
の
2

ケ
町
が
そ
れ
ぞ

れ
八
ケ
町
を
構

成
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
町
名
の
変
更
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ

く
し
て
、
そ
れ
ま
で
地
域
的
な
総
称
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
猟
師
町
の
呼
称
も
、
八
ケ

町
総
称
の
枠
組
と
し
て
幕
府
に
公
認
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
猟
師
町
の
人
々
は
漁
業
だ
け

に
従
事
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
答
え
は
、

そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
江
戸
時
代
の
絵
図

（
延
宝
9
年
、1
6
8
1
）や
土
地
台
帳
の「
検

地
帳
」（
元
禄
10
年
、
1
6
9
7
）
を
見
る

と
、
猟
師
町
の
各
町
に
河
岸
地
が
確
認
で
き

ま
す
。
河
岸
地
は
荷
の
積
み
下
ろ
し
の
場
で

あ
り
、
船
を
使
っ
た
流
通
に
も
従
事
し
て
い

た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

以
上
、
流
通
と
の
関
わ
り
を
指
摘
し
た
と

こ
ろ
で
、
今
回
は
終
わ
り
ま
す
。
こ
の
続
き

は
、
次
号
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
の
で
、
お

楽
し
み
に
。

（
文
化
財
主
任
専
門
員　

出
口
宏
幸
）

③

④
⑤

⑦

⑧⑥

①

②
仙台堀仙台堀

油堀油堀

万年橋万年橋
小名木川小名木川 高橋高橋

隅
田
川

隅
田
川

嘉永5年（1852）｢本所深川絵図｣（部分）
□が当時の猟師町



3

近
代
の
江
東
区
は
、
大
正
12
年
（
１
９
２

３
）
関
東
大
震
災
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の

天
災
、
戦
災
に
あ
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
は

町
並
み
や
そ
こ
で
暮
ら
す
人
々
だ
け
で
は
な

く
、
文
化
財
に
も
多
く
の
被
害
を
与
え
ま
し

た
。今

回
は
昭
和
30
年
前
後
に
撮
影
さ
れ
た

霊れ
い
が
ん巌

寺じ

（
白
河
１
）
に
あ
る
銅ど
う
ぞ
う造

地じ

蔵ぞ
う

菩ぼ

薩さ
つ

坐ざ

像ぞ
う
（
江
戸
六
地
蔵
の
一　

東
京
都
指
定
文

化
財
）
の
写
真
（
①
）
を
取
り
上
げ
、
本
像

が
受
け
た
戦
災
の
被
害
と
戦
後
の
修
復
を
紹

介
し
ま
す
。

1
．
江
戸
六
地
蔵
の
建
立

霊
巖
寺
の
地
蔵
像
は
、
享き
ょ
う
ほ
う保

2
年
（
１
７ 

１
７
）
四
月
に
地じ

蔵ぞ
う

坊ぼ
う

正し
ょ
う
げ
ん

元
と
い
う
僧
侶

の
発
願
に
よ
り
神か
ん
だ
な
べ
ち
ょ
う

田
鍋
町
（
現
千
代
田
区
神

田
鍛
冶
町
2
・
3
丁
目
）
の
鋳い

も

じ
物
師
太
田

駿す
る
が
の
か
み

河
守
藤
原
正
儀
に
よ
り
鋳
造
さ
れ
ま
し

た
。

こ
の
地
蔵
菩
薩
坐
像
の
鋳
造
方
法
は
、
本

体
は
薄
手
に
鋳
造
し
た
16
個
の
部
材
を
接

合
し
て
組
み
合
わ
せ
、
台
座
も
同
様
に
6

個
の
部
材
を
組
み
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
像
の
背
面
・
台
座
正
面
に
は
銘
が
記
さ

れ
て
お
り
、
約
1
万
人
の
名
前
が
結け

ち
え
ん
し
ゃ

縁
者
と

し
て
陰い
ん
こ
く刻
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、

常じ
ょ
う
け
ん
い
ん

憲
院
（
5
代 

徳と
く
が
わ川
綱つ
な
よ
し吉
）・
文ぶ
ん

昭し
ょ
う
い
ん
院
（
6

代 

徳と
く
が
わ川

家い
え
の
ぶ宣

）
な
ど
の
将
軍
、
桂
け
い
し
ょ
う
い
ん

昌
院
（
綱

吉
の
生
母
）
な
ど
の
身
分
の
高
い
者
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
霊
巖
寺
の
地
蔵
を
含
め
、
正
元
に
よ

り
六
ヶ
所
に
地
蔵
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。『
当

国
六
地
蔵
造
立
之
意
趣
』
で
正
元
は
、
平
安

時
代
に
建
立
さ
れ
た
京
都
の
六
地
蔵
に
な
ら

い
、
江
戸
を
つ
な
ぐ
街
道
筋
の
六
ヶ
所
に
地

蔵
像
を
建
立
し
た
と
記
し
て
い
ま
す
。
霊
巖

寺
以
外
に
建
立
さ
れ
た
寺
院
は
表
の
通
り
で

す
。
江
東
区
内
に
は
今
回
紹
介
す
る
霊
巖
寺

と
永
代
寺
（
富
岡
1
︱
14　

深
川
公
園
付
近

に
あ
っ
た
寺
）
に
あ
り
、

江
戸
名
所
図
会
（
②
）
に

も
描
か
れ
て
い
ま
す
。

各
所
に
建
立
さ
れ
た
江

戸
六
地
蔵
に
は
、
多
く
の

人
が
参
詣
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

2
．‌�

天
災
・
戦
災
の
被
害

と
修
復

さ
て
写
真
①
に
は
、
現

在
と
は
違
う
所
が
あ
り
ま

す
が
お
気
づ
き
で
す
か
。

六
地
蔵
の
一
つ
と
し
て
信
仰
を
集
め
た
霊

巖
寺
の
地
蔵
像
で
す
が
、
霊
巖
寺
は
江
戸
時

代
以
来
、
度
々
火
災
に
あ
っ
て
お
り
、
大
正

12
年
の
関
東
大
震
災
で
は
、
本
堂
が
焼
失
し

ま
し
た
。
そ
の
後
昭
和
11
年
（
1
9
3
6
）

に
堂
宇
な
ど
は
再
建
さ
れ
ま
し
た
が
、
昭
和

20
年
3
月
の
空
襲
に
よ
り
本
堂
は
再
び
焼
失

し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
地
蔵
像
は
焼
失
を
免

れ
ま
し
た
が
、
笠
な
ど
一
部
を
失
い
ま
し
た
。

①
の
写
真
は
、
戦
災
の
影
響
が
戦
後
も
そ
の

ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。現

在
の
よ
う
な
笠
を
被
る
形
へ
修
復
さ

れ
た
の
は
、

霊
巖
寺
本

堂
が
再
建

さ
れ
た
昭

和
53
年
頃

で
す
。（
③

参
照
）

お
わ
り
に　

現
在
、
私
た
ち
が
目
に
し
て
い
る
文
化
財
の

中
に
は
、
天
災
や
戦
災
の
影
響
を
受
け
破
損
や

修
復
を
経
て
い
る
も
の
も
多
く
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
文
化
財
の
維
持
・
修
復
が
多
く
の
人

た
ち
の
努
力
や
協
力
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

参
考
文
献　

大
橋
俊
雄
『
霊
巖
寺
史
』

　
（
霊
巖
寺　

１
９
８
１
）

（
文
化
財
専
門
員　

功く
ぬ
ぎ刀
俊
宏
）

霊
巖
寺
の
江
戸
六
地
蔵

古
写
真
の
中
の
江
東

③�笠が修復された現在の霊巖寺銅造地
蔵菩薩坐像の頭部 2016年11月撮影

■
江
戸
の
六
地
蔵
一
覧�

※
印
は
現
存
せ
ず

順
番

寺
院

現
在
地

造
立
年

街
道

第
1
番

品ほ
ん
せ
ん川

寺じ

品
川
区
南
品
川

宝ほ
う
え
い永
5
年

（
1
7
0
8
）
東と
う
か
い
ど
う

海
道

第
2
番

東と
う
ぜ
ん禅
寺じ

台
東
区
東
浅
草

宝
永
7
年

（
1
7
1
0
）
日に
っ
こ
う光
街か
い
ど
う道

第
3
番

太た
い
そ
う宗
寺じ

新
宿
区
新
宿

正し
ょ
う
と
く徳
2
年

（
1
7
1
2
）
甲こ
う
し
ゅ
う
か
い
ど
う

州
街
道

第
4
番

眞し
ん
し
ょ
う
じ

性
寺

豊
島
区
巣
鴨

正
徳
4
年

（
1
7
1
4
）
中な
か
せ
ん
ど
う

山
道

第
5
番

霊
巖
寺

江
東
区
白
河

享
保
2
年

（
1
7
1
7
）
水み

と戸
街か
い
ど
う道

第
6
番

永え
い
た
い代

寺じ

※

江
東
区
富
岡

享
保
5
年

（
1
7
2
0
）
元も
と

佐さ

倉く
ら

道み
ち

（
明
治
以
降
千
葉
街
道
）

①
昭
和
30
年
前
後
の
霊
巖
寺
の
銅
造
地
蔵
菩
薩
坐
像

②『江戸名所図会』に描か
れた永代寺の地蔵像
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深
川
は
歌
舞
伎
ゆ
か
り
の
地
で
す
。
市

川
團
十
郎
や
四
世
鶴
屋
南
北
を
は
じ
め
と
し

た
多
く
の
役
者
や
狂
言
作
者
が
住
み
、
ま
た

様
々
な
歌
舞
伎
の
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
中
に
は
、
深
川
独
特
の
情
緒
と
風
景
、
風

俗
が
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
展
示
で
は
歌
舞
伎
の
歴
史
、
江
戸

歌
舞
伎
の
形
成
な
ど
の
歌
舞
伎
の
流
れ
、
ま

た
深
川
ゆ
か
り
の
役
者
、
狂
言
に
関
わ
る
史

跡
、
さ
ら
に
現
在
も
区
内
に
伝
わ
る
職
人
の

技
な
ど
の
様
々
な
視
点
か
ら
「
歌
舞
伎
と
深

川
」
を
紹
介
し
ま
す
。

1
．
歌
舞
伎
の
誕
生

歌
舞
伎
は
慶
長
8
年
（
1
6
0
3
）、
江
戸

幕
府
の
開
府
と
共
に
誕
生
し
ま
し
た
。
出
雲
大

社
の
巫
女
と
い
わ
れ
る
出
雲
の
阿
国
が
、
戦
国

時
代
が
終
焉
し
、
平
和
な
時
代
に
現
れ
た
異
端

児
「
か
ぶ
き
者
」
の
姿
を
し
て
、
京
の
盛
り

場
で
踊
っ
た
こ
と
が
は
じ
ま
り
と
言
わ
れ
ま

す
。「
歌
舞
伎
」
は
「
歌
」（
音
楽
）「
舞
」（
舞

踊
）「
技
」（
技
芸
・
演
劇
）
と
い
う
歌
舞
伎

の
特
性
が
字
に
表
れ
て
い
ま
す
。
歌
舞
伎
は

古
代
か
ら
中
世
ま
で
の
様
々
な
芸
能
の
要
素

の
流
れ
を
汲
み
、
ま
た
そ
れ
ま
で
芸
能
は
公

家
や
武
家
の
支
配
者
層
中
心
の
物
で
し
た
が
、

歌
舞
伎
は
江
戸
庶
民
が
育
ん
だ
文
化
と
し
て

広
く
庶
民
の
暮
ら
し
の
中
に
浸
透
し
ま
し
た
。

2
．
江
戸
歌
舞
伎
の
形
成

町
人
の
経
済
力
の
発
展
に
伴
い
、
元
禄
期

（
1
6
8
8
〜
1
7
0
4
）
に
江
戸
歌
舞
伎

の
特
色
が
萌
芽
し
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
、

歌
舞
伎
が
幕
府
の
統
制
の
中
で
官
許
に
よ
る

特
権
的
な
「
大
芝
居
」
と
な
っ
た
こ
と
で
す
。

江
戸
三
座
（
中
村
座
・
市
村
座
・
森
田
座
）

を
舞
台
に
、
常
設
の
興
行
の
場
を
持
っ
た
歌

舞
伎
は
日
常
的
な
空
間
と
切
り
離
さ
れ
、
独

特
の
文
化
を
生
み
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
江

戸
の
守
護
神
」
と
言
わ
れ
た
市
川
團
十
郎
が

「
現あ
ら
ひ
と
が
み

人
神
」
を
演
じ
る
「
荒あ
ら
ご
と事
」
は
、
江
戸

歌
舞
伎
の
大
き
な
特
色
で
す
。
さ
ら
に
狂
言

作
者
の
誕
生
や
、
舞
台
の
革
新
な
ど
か
ら
、

歌
舞
伎
は
よ
り
演
劇
性
の
高
い
芸
能
と
し
て

発
展
し
て
い
き
ま
す
。

3
．
深
川
ゆ
か
り
の
役
者
た
ち

「
成
田
屋
」
の
屋
号
を
持
つ
代
々
の
團
十

郎
は
特
に
成
田
山
信
仰
に
厚
く
、
深
川
永
代

寺
で
の
成
田
山
出
開
帳
で
取
り
持
ち
役
（
世

話
役
）
を
勤
め
、
多
く
の
人
々
を
呼
び
込
む

た
め
の
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。
富
岡
八

幡
宮
の
別
当
寺
で
あ
っ
た
永
代
寺
で
成
田

山
出
開
帳
が
は
じ
ま
っ
た
の
は
元
禄
16
年

（
1
7
0
3
）
で
す
。
江
戸
の
新
開
地
と
し

て
開
発
さ
れ
た
深
川
の
発
展
期
に
当
た
り
ま

す
。
成
田
山
の
江
戸
出
開
帳
は
、
江
戸
時
代

11
回
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
内
10
回
は
永

代
寺
で
行
わ
れ
、
境
内
に
は
多
く
の
奉
納
物

が
積
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
團
十
郎
は
深
川
に
住
み
（
現
在
の
木

場
2
︱
11
︱
13
付
近
）、
四
代
目
は
役
者
の

勉
強
会
を
作
り
、
面
倒
見
が
良
く
弟
子
か
ら

慕
わ
れ
、「
木
場
の
親
玉
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

七
代
目
は
天
保
の
改
革
時
に
、
木
場
の
自
宅

の
造
作
も
奢
侈
の
対
象
と
さ
れ
、
江
戸
十
里

四
方
追
放
の
重
罪
に
処
せ
ら
れ
ま
し
た
。

4
．
歌
舞
伎
の
舞
台

〜
深
川
を
描
い
た
狂
言
作
者
た
ち
〜

並
木
五
瓶
、
四
世
鶴
屋
南
北
、
河
竹
黙
阿

弥
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
狂
言
作
者
た
ち

が
、
深
川
情
緒
や
そ
こ
に
生
き
る
人
々
の
姿

を
描
き
ま
し
た
。
主
に
、富
岡
八
幡
宮
、木
場
、

洲
崎
、
寺
町
な
ど
が
舞
台
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
四
世
南
北
は
深
川
の
黒
船
稲
荷
境
内

に
住
み
、
没
し
た
狂
言
作
者
で
す
。
当
時
の

庶
民
た
ち
の
日
常
語
で
あ
っ
た
江
戸
言
葉
を

使
い
、
下
層
社
会
の
人
々
の
生
き
る
姿
を
リ

ア
ル
に
描
い

た
生き

ぜ

わ
世
話
物も
の

を
確
立
し
ま

し
た
。
そ
の

最
高
傑
作
と

言
わ
れ
る

文
政
8
年

（
1
8
2
5
）

中
村
座
初
演
「
東
海
道
四
谷
怪
談
」
は
南
北

71
歳
で
の
作
で
す
。
当
時
の
深
川
を
知
り
尽

く
し
た
南
北
が
、
江
戸
の
他
の
地
域
と
は
異

な
る
深
川
独
特
の
風
景
を
人
間
の
心
の
闇
の

部
分
と
重
ね
な
が
ら
、
重
要
な
場
を
深
川
を

舞
台
に
描
い
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
深
川
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素

で
江
戸
時
代
か
ら
歌
舞
伎
ゆ
か
り
の
地
で
す
。

現
在
ま
で
歌
舞
伎
の
簾
す
だ
れや

鬘
か
つ
らの

職
人
が
深

川
で
連
綿
と
そ
の
技
を
伝
え
て
い
る
こ
と
も

特
色
と
い
え
ま
す
。
展
示
を
通
し
て
、
歌
舞

伎
の
中
に
現
代
ま
で
も
生
き
生
き
と
息
づ
く
、

江
戸
文
化
と
深
川
情
緒
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

深
川
江
戸
資
料
館

問
い
合
わ
せ 

0
3
︱
3
6
3
0
︱
8
6
2
5

深
川
江
戸
資
料
館

　企
画
展

「
歌
舞
伎
と
深
川
」

会
期 
11
月
15
日（
火
）〜

　
　平
成
29
年
11
月
12
日（
日
）

図版①：「出開帳記録」
文化3年（1806）成田山霊光館蔵
出開帳前に、永代寺門前や永
代橋に建てた開催予告の立札

図版②：「俳優三十六花撰」天保6年（1835）
早稲田大学演劇博物館蔵

七代目團十郎の木場の自宅の様子

図版③：「東海道四谷怪談」
の一場面（豊原国周画）

明治17年（1884）江戸東京博物館蔵
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芭
蕉
第
一
の
門
弟
と
し
て
知
ら
れ
る
宝
井

其き

角か
く

は
、
伊だ

て達
を
好
み
、
独
自
の
俳
諧
を
生

み
出
し
、
後
の
時
代
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
ま
し
た
。
今
回
の
後
期
企
画
展
で
は
、
其

角
と
そ
の
系
譜
を
引
く
俳
人
た
ち
の
作
品
を

展
示
、
紹
介
し
ま
す
。

⑴ 

其
角
の
肖
像

其
角
は
寛
文
元
年
（
1
6
6
1
）
7
月
、

近お
う
み江

膳ぜ

ぜ所
藩
の
藩
医
・
竹た
け
し
た
と
う
じ
ゅ
ん

下
東
順
の
長
男
と

し
て
、
江
戸
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
其
角
の
肖

像
画
は
、
坊
主
頭
で
恰
幅
の
良
い
、
豪
放

磊
落
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
か
せ
る
も
の
が
後

世
に
多
く
描
か
れ
ま
し
た
が
、
元
禄
10
年

（
1
6
9
7
）
に
出
版
さ
れ
た
『
陸む

奥つ

鵆ち
ど
り

』

に
よ
れ
ば
、
後
世
に
描
か
れ
た
肖
像
画
の
原

型
と
さ
れ
る
其
角
の
姿
が
、
そ
の
生
前
か
ら

描
か
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

①
穂ほ

積づ
み

永え
い

機き

筆　

其
角
肖
像

明
治
前
期
に
七
世
其
角
堂
を
継
承
し
た
、

穂
積
永
機
に
よ
る
其
角
像
で
す
。
元
禄
六
年

（
1
6
9
3
）
の
6
月
、
其
角
が
隅
田
川
沿

い
を
遊
覧
中
に
、
雨
乞
い
を
す
る
農
夫
に
代

わ
っ
て
向む

こ
う
じ
ま島

（
墨
田
区
）
の
三み
め
ぐ
り囲

神
社
に
向

け
て
詠
ん
だ
句
が
載
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

⑵ 

其
角
の
生
涯
と
作
品

其
角
が
芭
蕉
に
師
事
し
た
の
は
延
宝
2
年

（
1
6
7
4
）、
十
四
歳
の
頃
で
あ
っ
た
と
さ

れ
ま
す
。
江
戸
で
宗
匠
と
し
て
の
活
動
を
始

め
た
芭
蕉
に
と
っ
て
、
其
角
は
同
時
期
に
入

門
し
た
嵐
雪
と
並
ぶ
、「
芭
蕉
第
一
の
門
弟
」

で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

師
の
芭
蕉
に
よ
れ
ば
、
其
角
の
句
は
「
伊

達
」
を
好
み
、「
閑
寂
」
を
好
む
芭
蕉
と
は

大
き
く
か
け
離
れ
て
い
ま
し
た
が
、
芭
蕉
は

其
角
の
俳
諧
に
対
す
る
方
向
性
や
表
現
能
力

を
認
め
、
去き
ょ
ら
い来
な
ど
他
の
門
人
た
ち
が
其
角

を
批
判
し
た
際
に
も
、
こ
れ
を
た
し
な
め
る

立
場
を
と
っ
て
い
ま
す
。
芭
蕉
は
其
角
の
句

を
、
方
向
性
は
違
え
ど
も
、
俳
諧
の
本
質
に

お
い
て
は
同
じ
道
を
歩
ん
で
い
る
と
考
え
、

高
く
評
価
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

後
世
の
評
価
で
は
、
其
角
の
句
は
「
洒し
ゃ

落れ

風
」
で
あ
り
、
江
戸
の
洗
練
さ
れ
た
都
会

趣
味
の
風
俗
詩
と
さ
れ
ま
す
。
特
に
芭
蕉
の

没
後
、
そ
の
作
風
は
顕
著
に
な
り
、
其
角
の

独
特
の
作
風
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
る
一
方

で
、
芭
蕉
の
作
風
と
は
対
極
に
あ
る
低
俗
な

俳
諧
と
し
て
、
周
囲
か
ら
批
判
さ
れ
る
原
因

に
も
な
り
ま
し
た
。

其
角
自
身
は
豪
商
と
交
友
し
、
酒
と
華
美

を
好
む
な
ど
、
豪
放
磊
落
な
人
柄
で
知
ら
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
逸
話
を
残
し
て
い
ま
す
。
後
に

「
江
戸
っ
子
」
と
呼
ば
れ
る
江
戸
の
人
々
に

と
っ
て
は
、
其
角
の
洗
練
さ
れ
た
句
が
「
粋
」

を
感
じ
さ
せ
、
支
持
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

②
其
角
筆
批ひ

点て
ん

如じ
ょ

竹ち
く
・
立り
っ
さ些
・
未み
は
く陌
（
其
角
と
親
し
い
江

戸
の
俳
人
）

の
句
と
其
角

の
批
点
を
貼

込
ん
だ
も
の

で
、
元
は
冊

子
状
の
懐
紙

に
な
っ
て
い

た
と
思
わ
れ

ま
す
。
批
点

は
、
宗
匠
が

和
歌
や
俳
諧
に
評
価
を
つ
け
た
も
の
で
、「
存

外
廿
句
」
は
其
各
が
点
を
つ
け
な
か
っ
た
も

の
が
二
十
句
、「
雁か
り

十
三
」
は
雁
点
を
つ
け

た
も
の
が
十
三
句
、「
屯
十
六
」
は
長
点
を

つ
け
た
も
の
が
十
六
句
と
い
う
意
味
で
す
。

⑶ 

其
角
の
後
継
者

宝
永
四
年
（
1
7
0
7
）
2
月
に
其
角
が

没
し
た
後
、
其
角
が
使
っ
た
点
印
（
俳
諧
の

添
削
に
使
っ
た
印
章
）
は
門
人
の
小
川
秋し

ゅ
う
し
き色

か
ら
一
世
湖こ
じ
ゅ
う十
へ
引
き
継
が
れ
、
そ
の
後
は

歴
代
の
湖
十
が
主
宰
す
る
「
其
角
座
」
へ
と

継
承
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
明
治
に
入
っ
て
か

ら
も
、
其
角
の
系
譜
を
引
く
俳
人
は
、
正ま
さ
お
か岡

子し

き規
の
俳
句
革
新
運
動
で
批
判
さ
れ
る
一
方

で
、
向
島
（
墨
田
区
）
の
三
囲
神
社
を
拠
点

と
し
て
、
大
き
な
勢
力
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

③
穂
積
永
機
筆
「
雲
影
を
」
句
と
雁
図

穂
積
永
機

（
1
8
2
3
〜

1
9
0
4
）
は

六
世
其
角
堂
鼠そ

肝か
ん
の
子
で
、
父

か
ら
七
世
を
継

ぎ
、
千
人
を
越

え
る
門
人
を
持

ち
ま
し
た
。
明

治
20
年
（
1
8
8
7
）
に
は
門
弟
の
田
辺
機

一
に
其
角
堂
を
譲
っ
て
老ろ
う
そ
ど
う

鼠
堂
と
号
し
、
そ

の
嗣
号
代
金
を
も
と
に
、
義ぎ
ち
ゅ
う
じ

仲
寺
で
芭
蕉
の

二
百
回
忌
法
要
を
営
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
他
に
も
、
其
角
と
そ
の
後
継
者
に
関

す
る
多
く
の
資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
2
月
26
日
（
日
）
の
午
後
一
時
か
ら
、

職
員
に
よ
る
展
示
解
説
（
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ト
ー
ク
）
を
行
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

【
芭
蕉
記
念
館　

問
合
せ
】

☎
0
3
（
3
6
3
1
）
1
4
4
8

平
成
28
年
度
芭
蕉
記
念
館
後
期
企
画
展

平
成
28
年
12
月
15
日（
木
）〜
平
成
29
年
4
月
23
日（
日
）

◆「
其
角
と
江
戸
俳
壇
」

◆「
其
角
と
江
戸
俳
壇
」
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は
じ
め
に

江
東
区
に
は
、
佐
久
間
象
山
・
渋
沢
栄
一
・

中
浜
万
次
郎
な
ど
、
幕
末
明
治
期
に
活
躍
し

た
人
物
た
ち
が
足
跡
を
残
し
た
場
所
が
い
く

つ
か
あ
り
ま
す
。
本
稿
で
紹
介
す
る
小
野
友

五
郎
も
そ
う
し
た
人
物
の
一
人
で
、
万ま
ん
え
ん延
元

年
（
1
8
6
0
）
に
ア
メ
リ
カ
へ
派
遣
さ
れ

た
咸か
ん
り
ん
ま
る

臨
丸
の
筆
頭
測
量
方
（
航
海
長
）
を
務

め
、
維
新
後
は
技
術
者
と
し
て
日
本
の
近
代

化
に
貢
献
し
ま
し
た
。

こ
の
小
野
友
五
郎
の
屋
敷
が
御
船
蔵
前
町

（
新
大
橋
2
）
と
海
辺
大
工
町
（
白
河
付
近
）

に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
26
年
度
の
区
外

史
料
調
査
で
は
、
小
野
友
五
郎
家
文
書
を
所

蔵
す
る
広
島
県
立
文
書
館
で
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

小
野
友
五
郎
家
文
書
の
概
要
と
調
査
対
象

小
野
友
五
郎
家
文
書
は
、
友
五
郎
の

子
孫
に
伝
来
し
た
古
文
書
群
で
、
総
点
数

1
0
4
3
点
を
数
え
ま
す
。
内
容
は
、
友
五

郎
が
晩
年
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
た
製
塩
業

に
関
す
る
史
料
の
ほ
か
、
幕
末
か
ら
明
治
に

か
け
て
の
日
記
、
幕
府
役
人
期
の
天
文
・
軍

事
・
洋
行
関
係
文
書
、
明
治
政
府
出
仕
期
の

辞
令
類
な
ど
多
彩
で
す
。
詳
細
は
、
広
島
県

立
文
書
館
発
行
の
「
小
野
友
五
郎
家
文
書
仮

目
録
」
が
同
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
の
よ
う
に
同
家
文
書
に
含
ま
れ
る
古
文

書
の
数
は
膨
大
で
、
こ
れ
ら
す
べ
て
を
調
査

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で

本
調
査
で
は
、
同
目
録
を
参
考
に
、「
御
船

蔵
前
町
」「
海
辺
大
工
町
」
な
ど
と
江
東
区

域
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

な
古
文
書
に
対
象
を
絞
り
込
ん
で
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

友
五
郎
の
業
績

小
野
友
五
郎
の
業
績
は
多
岐
に
わ
た
り
、

そ
の
す
べ
て
を
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
詳
し
く
は
、
後
掲
参
考
文
献
の
藤
井
氏

の
著
書
に
譲
り
ま
す
が
、
簡
潔
に
述
べ
ま
す

と
、
①
万
延
元
年
の
遣
米
使
節
派
遣
に
咸
臨

丸
の
航
海
長
と
し
て
貢
献
、
②
江
戸
湾
防
備

体
制
の
計
画
立
案
、
③
明
治
政
府
の
鉄
道
事

業
に
お
け
る
測
量
・
調
査
、
④
製
塩
事
業
な

ど
が
主
な
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
特

に
江
東
区
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
は
、
越
中

島
砲
台
（
区
登
録
史
跡
「
越
中
島
砲
台
跡
」）

の
築
造
を
発
案
し
て
お
り
、
実
際
に
こ
れ
を

も
と
に
幕
府
は
砲
台
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま

す
。
友
五
郎
の
名
は
、
一
般
的
に
は
必
ず
し

も
知
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
幕

末
か
ら
明
治
に
お
け
る
日
本
の
近
代
化
に
、

技
術
者
と
し
て
大
き
く
寄
与
し
た
人
物
と
い

え
ま
す
。

友
五
郎
の
屋
敷
地

友
五
郎
は
、
元
は
笠か
さ

間ま

藩
牧
野
家
の
家

臣
で
、
咸
臨
丸
の
功
績
を
機
に
幕
臣
に
取
り

立
て
ら
れ
た
た
め
、
当
初
、
江
戸
の
友
五
郎

宅
は
小
名
木
川
沿
い
に
あ
っ
た
牧
野
家
屋
敷

（
北
砂
2
付
近
）
内
に
あ
り
ま
し
た
（
小
野

友
五
郎
家
文
書
仮
目
録
番
号
5
6
6
よ
り
、

以
下
、
番
号
○
○
と
略
）。

そ
の
後
、
慶
応
2
年
（
1
8
6
6
）
に
幕
臣

の
富
山
忠
四
郎
か
ら
海
辺
大

工
町
の
屋
敷
地
を
譲
渡
さ
れ

て
お
り
、
屋
や
し
き
あ
ら
た
め

敷
改
（
武
家
屋

敷
の
調
査
・
管
理
を
す
る
役

人
）
へ
の
届
書
写
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
（
番
号
5
6
5
・

5
6
7
）。
さ
ら
に
、「
抱か
か
え
や屋

敷し
き

手
続
書
」（
番
号
3
6
3
）

に
よ
る
と
、
取
得
年
代
は
不
明
で
す
が
同
地

と
隣
接
す
る
八
右
衛
門
新
田
（
扇
橋
付
近
）

に
も
屋
敷
地
を
所
有
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
海
辺
大
工
町
の
土
地
は
、
同
史
料

に
「
町ま

ち
や
づ
く
り
の
ま
ち
な
み
や
し
き

家
作
之
町
並
屋
敷
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
友
五
郎
が
住
む
た
め
の
屋
敷
で
は
な
く
、

長
屋
を
建
て
て
借
家
経
営
を
行
っ
て
い
た
場

所
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
深
川
に

は
、
こ
う
し
た
武
士
が
地
主
と
し
て
経
営
す

る
長
屋
も
あ
っ
た
の
で
す
。

な
お
、
友
五
郎
本
人
の
居
宅
と
し
て
は
、

別
に
芝
金
杉
（
港
区
）
に
拝は
い
り
ょ
う
や
し
き

領
屋
敷
を
所
持

し
て
い
た
よ
う
で
す
（
番
号
3
6
3
）
が
、

こ
れ
を
い
つ
入
手
し
た
の
か
詳
し
い
時
期
は

わ
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
旗
本
は
幕
府
か

ら
屋
敷
地
を
拝
領
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
友
五
郎
が
旗
本
と
な
っ
た
文
ぶ
ん
き
ゅ
う久
元
年

（
1
8
6
1
）
以
降
の
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
所
有
地
は
、
友
五
郎
が
幕
府
の

勘
定
奉
行
並
を
務
め
、
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い

に
も
関
与
し
た
と
し
て
、
維
新
直
後
に
入
牢
・

謹
慎
処
分
と
な
っ
た
た
め
、
明
治
政
府
に
召

し
上
げ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

維
新
後
の
元
家
臣

友
五
郎
の
謹
慎
処
分
は
明
治
3
年

（
1
8
7
0
）
ま
で
続
き
、
そ
の
間
、
彼
の

家
族
は
苦
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
っ
た

よ
う
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
苦
境
を
支
え
た

の
は
友
五
郎
の
元
家
臣
で
し
た
。

元
家
臣
の
大
川
錠
之
助
は
維
新
後
、
友

幕
末
明
治
の
技
術
者 

小
野
友
五
郎

幕
末
明
治
の
技
術
者 

小
野
友
五
郎

区
外
史
料
調
査
報
告

小野友五郎写真（広島県立文書館蔵）
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五
郎
の
屋
敷
地
が
あ
っ
た
八
右
衛
門
新
田
の

村む
ら
な
ぬ
し

名
主
の
も
と
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
錠

之
助
は
、
友
五
郎
の
家
族
を
経
済
的
に
救
済

す
る
た
め
に
、
明
治
2
年
か
ら
同
3
年
に
か

け
て
、
徳
川
家
や
東
京
府
に
対
し
て
、
政
府

に
取
り
上
げ
ら
れ
た
海
辺
大
工
町
の
屋
敷
地

返
却
の
訴
願
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
（
番
号

3
6
3
）。

こ
の
運
動
の
願
書
に
は
、
村
の
代
表
者
で

あ
る
八
右
衛
門
ら
地
域
住
人
の
名
も
加
わ
っ

て
い
ま
す
。
罪
人
と
な
っ
て
謹
慎
し
て
い
る

友
五
郎
の
元
家
臣
を
住
ま
わ
せ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
、
屋
敷
地
を
所
有
し
て
い
た
武
士
と

地
域
社
会
と
の
関
係
が
、
維
新
後
も
引
き
続

き
保
た
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
が
必
要

で
す
が
、
八
右
衛
門
新
田
の
人
々
は
、
政
府

に
罪
人
と
し
て
扱
わ
れ
た
友
五
郎
と
そ
の
家

族
・
家
臣
た
ち
の
支
え
に
な
っ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
明
治
3
年
4
月
、
友
五
郎
の
謹

慎
は
解
か
れ
、
政
府
は
友
五
郎
を
民み
ん
ぶ
し
ょ
う

部
省
の

役
人
に
任
用
し
、
鉄
道
事
業
に
あ
た
ら
せ
ま

す
。
こ
う
し
て
友
五
郎
の
名
誉
は
回
復
し
た

の
で
す
。

製
塩
事
業
の
取
扱
所

友
五
郎
の
維
新
後
の
業
績
の
一
つ
が
製
塩

事
業
で
す
。
彼
は
個
人
事
業
と
し
て
こ
れ
に

挑
み
、
枝し
じ
ょ
う
か
ほ
う

条
架
法
と
い
う
欧
式
製
塩
法
を
取

り
入
れ
、
上か
ず
さ総

国
松
ヶ
島
村
（
千
葉
県
市
原

市
）
や
同
国
大
堀
村
（
同
県
君
津
市
）
に
製

塩
場
を
設
立
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
明
治
11
年
、
御
船
蔵
前
町
に
製

塩
事
業
の
事
務
取
扱
所
と
し
て
「
新
法
製
塩

法
試
験
場
取
扱
所
」
を
開
設
し
ま
し

た
。
御
船
蔵
前
町
の
土
地
は
幕
臣
時

代
に
は
所
有
し
て
お
ら
ず
、
取
得

す
る
の
は
謹
慎
が
解
か
れ
た
後
の
こ

と
の
よ
う
で
す
。
そ
の
入
手
時
期
は

は
っ
き
り
と
し
ま
せ
ん
が
、
明
治
9

年
の
地ち
け
ん
じ
ょ
う

券
状
写
（
番
号
3
6
0
）
が

残
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
頃
ま
で

に
は
友
五
郎
の
土
地
と
な
っ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

友
五
郎
の
製
塩
事
業
は
、
そ
の
開

業
規
則
書（
東
京
都
公
文
書
館
蔵「
回

議
録
・
第
14
類
・
農
業
・
全
」
請
求

番
号
6
0
9
．
B7
．
01
〈
以
下
、
都
公
○

○
と
略
〉
所
収
）
に
よ
る
と
、
御
船
蔵
前
町

の
取
扱
所
で
は
経
理
や
販
売
事
務
な
ど
を
行

い
、
各
製
塩
場
で
は
、
塩
の
製
造
だ
け
で
な

く
、
実
習
生
を
受
け
入
れ
、
教
育
を
施
し
て

人
材
育
成
に
も
努
め
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、

従
来
の
塩
田
製
法
に
比
べ
て
、
新
製
法
は
火

力
を
用
い
ず
、
燃
料
の
削
減
を
期
待
で
き
る

う
え
、
日
照
時
間
の
影
響
も
受
け
に
く
い
こ

と
を
特
徴
と
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
明
治
14
年
1
月
に
深
川
で
大

火
が
起
こ
り
、
御
船
蔵
前
町
の
屋
敷
は
全
焼

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
明
治
17
年

に
は
販
売
所
を
日
本
橋
（
中
央
区
）
に
移
転

し
、
深
川
の
土
地
を
順
次
売
却
し
た
よ
う
で

す
（
都
公
6
2
2
．
A5
．
10
所
収
「
実
業

者
表
彰
ノ
義
上
申
」）。
御
船
蔵
前
町
の
屋
敷

を
い
つ
ま
で
所
有
し
て
い
た
の
か
は
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
明
治
19
年
付
の
領
収
書
（
番
号

4
1
0
／
2
）
に
は
御
船
蔵
前
町
の
住
所
が

明
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
手
放
す
の
は
そ
れ

以
降
の
こ
と
と
い
え
ま
す
。

友
五
郎
は
、
そ
の
後
も
製
塩
法
の
研
究
と

発
展
に
努
め
、
亡
く
な
る
直
前
の
明
治
31
年

に
は
そ
の
功
績
に
対
し
、
政
府
か
ら
緑

り
ょ
く
じ
ゅ綬

褒ほ
う
し
ょ
う
章
（
実
業
家
の
功
労
者
へ
の
表
彰
）
が
授

与
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

小
野
友
五
郎
家
文
書
の
調
査
に
よ
り
、

友
五
郎
が
深
川
に
所
持
し
て
い
た
屋
敷
の

沿
革
や
そ
の
活
動
の
一
端
を
う
か
が
い
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
友

五
郎
の
技
術
者
と
し
て
の
活
躍
の
内
容
を

直
接
的
に
描
い
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
彼
が
藩
・
幕
府
・
明
治
政
府
と
い
う

枠
組
み
を
越
え
て
、
日
本
の
近
代
化
の
た

め
に
尽
力
す
る
う
え
で
、
深
川
の
地
が
そ

の
足
場
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て

い
る
の
は
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。

参
考
文
献

藤
井
哲
博
『
咸
臨
丸
航
海
長
小
野
友
五

郎
の
生
涯　

幕
末
明
治
の
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー

ト
』（
1
9
8
5
、
中
央
新
書
）

（
文
化
財
専
門
員　

斉
藤
照
徳
）

大川錠之助と八右衛門新田の八右衛門の名がみえる
嘆願書の写（番号363、広島県立文書館蔵）

大堀製塩場の製塩装置
（都公610.Ｂ7.04「回議録・第10類・伊豆七島・全」所収）
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文
化
財
係
で
は
、
区
民
の
方
々
か
ら
寄
贈

も
し
く
は
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
古
写
真
を

整
理
す
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
作
業

に
従
事
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
は
、
区
内

在
住
で
文
化
財
保
護
推
進
協
力
員
を
中
心
と

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
「
古
写
真
整
理

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
メ
ン
バ
ー
の
方
々
で
す
。

平
成
19
年
よ
り
活
動
を
開
始
し
て
お
り
、
現

在
13
名
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
近
年
は
8
月

を
除
く
月
1
回
（
年
11
回
）、
区
役
所
の
会

議
室
等
を
会
場
と
し
て
、
作
業
を
進
め
て
い

ま
す
。

作
業
の
内

容
は
、
古
写

真
の
原
本
を

パ
ソ
コ
ン
へ

取
り
込
み
、

複
製
し
た
も

の
を
記
入
用

紙
に
貼
り
、

撮
影
場
所
や

方
向
、
内
容

を
分
る
範
囲

で
書
き
込
み

ま
す
。
整
理

し
た
写
真
台
紙
は
基
本
的
に
「
深
川
北
部
」

「
深
川
南
部
」「
城
東
北
部
」「
城
東
南
部
」「
臨

海
部
」
の
5
地
区
に
分
け
、
フ
ァ
イ
リ
ン
グ

し
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
以
外
に
は
、
平
成
24
年
1
月
に

深
川
東
京
モ
ダ
ン
館
に
お
い
て
、
昭
和
30
〜

40
年
代
を
中
心
と
し
た
「
江
東
古
写
真
展
―

昭
和
の
想
い
出
、
平
成
の
風
景
―
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
展
示
設
営
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

古
写
真
と
並
列
で
展
示
す
る
現
況
写
真
の
撮

影
、
説
明
文
の
執
筆
、
展
示
会
場
で
の
解
説

な
ど
も
メ
ン
バ
ー
が
担
当
し
ま
し
た
（『
下

町
文
化
』
№
2
5
7
「
江
東
古
写
真
展
を
振

り
返
っ
て
」
を
参
照
）。
展
示
と
同
時
期
に

古
写
真
の
寄
贈
・
提
供
を
「
こ
う
と
う
区
報
」

等
で
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
多
く
の
写
真
が
集

ま
り
ま
し
た
。
展
示
で
掲
出
し
た
写
真
を
中

心
に
、
こ
の
時
に
集
ま
っ
た
写
真
の
一
部
を

加
え
、
平
成
25
年
3
月
に
は
古
写
真
集
『
江

東
の
い
ま
む
か
し
―
昭
和
の
想
い
出
、
平
成

の
風
景
―
』（
有
償
販
売
中
）
を
刊
行
し
ま

し
た
。
こ
ち
ら
も
展
示
と
同
様
、
掲
載
写
真

の
選
定
、
現
況
写
真
の
撮
影
、
説
明
文
の
執

筆
な
ど
は
メ
ン
バ
ー
が
担
当
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
活
動
は
続
き
ま
す
。

文
化
財
係
で
は
幕
末
か
ら
昭
和
50
年
代

ぐ
ら
い
ま
で
の
古
い
写
真
を
収
集
し
て
い
ま

す
。
収
集
の
基
本
は
街
並
み
（
建
物
や
橋
梁
、

都
電
な
ど
）
を
写
し
た
も
の
で
す
が
、
家
族

写
真
で
も
屋
外
で
撮
影
し
背
景
に
あ
る
程
度

街
並
み
が
わ
か
る
も
の
で
あ
れ
ば
収
集
の
対

象
と
し
て
お
り
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

文
化
観
光
課
文
化
財
係

０
３
（
３
６
４
７
）
９
８
１
９

【
写
真
の
一
例
】

古
写
真
の
寄
贈
・
提
供
の
お
願
い

こ
れ
ま
で
の
活
動
と
成
果

古
写
真
整
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　

訃　

報

�　

江
東
区
指
定
無
形
文
化
財
（
工
芸
技
術
）

「
石
工
」
の
保
持
者
新
川
昇
氏
は
、
平
成
28

年
10
月
２
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん

で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

彫
刻　
　

渡
邉
美
憲
氏
（
石
島
）

区
登
録
無
形
文
化
財
（
工
芸
技
術
）

「
木
工
（
彫
刻
）」
の
保
持
者
渡
邉
美
憲

氏
が
、
平
成
28
年
11
月
に
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
氏
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

東
京
都

　
優
秀
技
能
者
と
し
て
表
彰 成果写真集

『江東のいまむかし』

活動の様子

亀戸駅
（昭和30年代後半〜40年代前半）

木場の材木問屋
（昭和34年）


